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Chapter 6   Trouble Shooting

塗装直後 走行後の黄変

４.  走行後

4-5  黄変（色ヤケ）

4-6  チョーキング（白亜化）

現 象

現 象

原 因

原 因

●塗膜が黄色に変色する。
　（特に淡彩色では目立つ）

●塗膜表面が粉状になり、ツヤがなくなる。

●紫外線によって樹脂が黄変する。
　特にラッカーやＮＣ変性アクリルラッカー・２液アクリ
ルラッカーなどＮＣ（ニトロセルロース）を使用した
塗料。

●バクロによって、光・熱・水などの影響で樹脂が劣化
し、顔料が表面に露出する。

●黄変の少ない塗料を選択する。また、ウレタン塗料の硬化剤配
合は、正しく計量し添加する。

●耐候性の良い塗料を使用する。
●仕上げにクリヤー塗装する。

●黄変しない塗料で再塗装する。

●粉状の塗膜を研ぎ落とし、再塗装する。

材料・使用誤りによる要因

材料による要因

環境による要因

環境による要因 塗装作業による要因

【 塗料選定誤り 】
【 硬化剤の選定誤り 】
【 硬化剤の入れ過ぎ 】

【 耐候性の悪い塗料 】

【 紫外線が強い 】

【 紫外線が強い 】 【 沈降している
　塗料の使用
　（撹拌不足） 】

対 策

対 策

処 置

処 置




